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8-5 歩行者回遊実態調査 

歩行者回遊実態調査は、9 評価指標（中心部歩行者数（一人平均移動距離、滞在時間））の算出の

際に必要となるものである。 

 対象地域で歩行者の移動距離を把握する場合は、歩行者に走行経路を尋ねることが想定される。

回答として得られた歩行経路より、歩行者の移動距離を把握する。 

 滞在時間を把握する場合は、中心部を訪れる歩行者に対して、中心部に到着した時刻と中心部を

出発する時刻を尋ねることで算出する。 

来街者アンケートのように、母集団の属性分布が事前に分からない調査は、調査結果を活用する

際には、回収された調査票の属性の妥当性について留意する必要がある。 

 

 

 
図 8-9 歩行者回遊実態調査の例 

資料：札幌市、都心交通対策調査、平成 15 年 
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